
ウニ類の人エフ化飼育試験一Ⅱ

バフンウニの人工フ化飼育について

佐竹武元，吉尾二郎＊

前報1)ではムラサキウニの種苗生産を目的として人エフ化飼育試験を行ないその概要を報告した｡

今回は島根県東，西部および隠岐島においてピン詰ウニの主原料として浅海転石地帯で漁獲されて

いるパフンウニの種苗生産を目的として人エフ化飼育試験を行なったのでその概要を報告する。な

お，生産した稔ウニは分場で育成後仁摩町地先の簗いそ漁場へ放流した。

材料と方法

親ウニ：恵曇地先の転石漁場で採取した殻径３７．０～４２．０噸のもの３０個を使用した。

採卵：２必容三角フラスコを用い，Ｋｃｌ注入法により採卵し受糖，洗卵後７０‘容角型塩ビ

水槽に収容し発生せしめた。

飼育方法：飼育水はハイプレッシャー澱過機により澱過した海水を用い,幼生は0.5ｔ円型パ

ンライト水槽３個で飼育し，水槽の中央で水が盛り上る程度に通気した。換水は３日に１回賂～沼

量行ない飼育水は暖房機により室内を保温して水温を保持した。

幼生密度と棚世：幼生密度は各水槽ともLO儲Jとし,投餌量は5×,03,,0‘お上び
5x10ｲ細Hi3/1,V‘／日とした。

餌滞：餌料生物はProvasolis-ES液およびSW-U液を混合した培養液にて単一培養し

たcheatcerasgracilisを用い培養液と共に直接与えた。，、

計数および計測：前報')と同方法により定時に行ない，幼生の体長および発育過程は角田ら2）

の方法にしたがった。

結果と零察

１．生残率

異なった投餌鐘での生残率の変化を第１図に示した.
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第１図異なったｊｊｌｆｌＦ量での生残率の変化

●：５×103細胞／ｎJｏ：１０４細胞／廓’×：５×１０４細胞

投餌F麓が5×103繩､/１，Ｍﾖの場合は２１日目壷では８０筋以上であったが３０，４０および

４５日目には７０，５８誇遮び４５鰯と低くなっている。104細'@/$,‘/r日では１８日目に８０筋
とたり１７日目以後はしだいに低下し３０，３５および４０日目には６０，４３おエび３５妬まで

減耗し４５日目には１８冊となった。一方，５×104細Nil/iMMﾖでは５日目までは８２冊と高かっ

たが８および２１日目には５８および２３筋と低下し，３５日目には８妬と著しく低くなった。い

ずれの投嗣:量においても各期への移行時での減耗が著しく第１期～第２期，第２期～第３期，第３

期～第８期後期ゐよび第８期後期～変態完了稚仔ではそれぞれ２０～４０，１～１５，５～１７お

よび２５～４２儲とたっており，特に第１期～第２期および第３期後期～変態完了稚仔への移行時

での生残率が低くなっている。

第１期~第２期での減耗は餌科条件3)4),卵形質に関する要因4)などによるものであると思われ，
第８期後期～変態完了稚仔での減耗は付着時期の飼育に際し，採苗用波板を設侭することなどによ

る飼育壌境の急変に因るものであると思われるがこの点については明らかにできなかった。窪允，

投I同:量が多くなる程生残率が低くなる傾向であったが，これは換水を行なったとはいえ多戯の鱒科

および餌科培養液の混入による水質悪化によるものであると恩われ角田ら2)，山辺5)もこの点を指

摘しており投餌方法について検討する必要がある。
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2．成長

異左っ允投解fitでの成長の変化を第１表に示した。

第１表異なった投餌量での成長

上段の数字は平均殻長（幻，（）は測定範囲，＊は変態完了稚仔が１００妬．

ｖ､ずれの投餌童の場合も，幼生は成長しゴ平均体長が最大とたったのは投鴎量が5×10%104、

および5×104細Ii3'ｉＷ日ではそれぞれ３５，３０および21日目でありが棚避のおがいによ

り成長に時期的な差を生じ投餌趣の多いほど早く成長した。また，投餌圏:のちがいにより幼生の日

間成長量は異なり５×103,104および5×104細]M3/iWf／日ではそれぞれ8.1,9.8おｴび１８．９

匹であり最大体長は６５３，６７４および６８０/zであった。したがって投餌量の多い程よく成長

し角田ら2)，山辺5)の場合と異なるようであるがこの点については更に検討しなければならないと

考える。

３．発青

異なった投餌趾での発育状況を第２図に示した。
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第２図異なった投僻鐙での発育状況

[二コ：第１期，屡蕊ｉｌ：第２期，１１１m：第８期，Ｅ翅：第３期後期，匡菫ヨ：変態完了稚仔

第３期後期幼生が現われたのは5×103,10』お主び5×104細胞/耐J／日ではそれぞれ３０，

２１および１７日目であり，変態完了稚仔力認められたのは４０，３０および２１日目であった。

5×104細ii9iliJ/E1の齢は３５日目には１００筋が麺討完了稚仔とたり，１０`細'@'ﾙﾑ/F]ては
４５日目に832妬，５×108細li3/im化では４５日目に２Ｌ８妬であり捜廓量の多いほど早く変

態完了稚仔とたった。しかし投餌量の多い場合は前述した主うに生残率が低くなるので種苗量産に

際しては餌料の大量培養に要する労力の面からも，飼育期間は延長されるが第１図および第２図か

ら棚量は飼育開始後１７日目頃蚕では5×103綱､/ｉＭﾖ程度とし以後はl04i3M91mI／ﾄﾖ程度
で飼育するのが良いと考えられた。

4．水

福画

飼育期間中の５日間ごとの平均水温および水温範囲の変化を第３図に示した。

飼育開始後少しずつ高くなったが平均水温は１７．２～２０．１℃，水温範囲は１５．８～２１．３℃で

あった。
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第８図 飼育水の水温範囲お生び平均水温の変化

要 約

バプンウニの浮遊幼生をＣｈｅａｔｃｅｒａｓｇｒａｃｉｌｉｓを鱒料とし，投簡量が５ｘ１０３ｒＩＯ４おエ

び5x'04細ｌｌｉｊｌ'鉦/E,のもとで飼育した結果はつぎのエうであった。

Ｌいずれの投ｌｐ平鼠においても生残率が著しく低くなったのは第１期～第２期および第３期後蛎

～変態完了稚仔に移行する時期でありそれぞれ２０～４０および２５～４２筋;減耗した。

２゜生残率は投解量が多いほど低くなる傾向であり，発育が同程度である場合で較べた場合２～

３５妬低くなっている。

３．成長，発育は投餌量が多いほどよくなる傾向であり，変態完了稚仔が認められた時期は５×

103細ｌｉｉ９'１１Ｗ白の場合に較べ１０４および5×10‘細llt9/ＷＥｌでは１０および１９日早かった。

４．投ulF量が多くなるほど成長，発育は良くなる傾向であったが生残率が低くなるため種苗量:産

を目的とする場合には,投解量は飼育開始後１７日目頃注では5×103細H，/iMJ/日程度とし以後は

'04細i圓/1$!‘／日程度とするのが良いと考えられた。
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